
勧
かん

工
こう

場
ば

に行
い

こう！
明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

から中
ちゅう

期
き

にかけて「勧
かん

工
こう

場
ば

（勧
かん

業
ぎょう

場
ば

ともよばれた）」
という店

みせ

が多
おお

くできた。勧
かん

工
こう

場
ば

は、1つの建
たて

物
もの

を小
ちい

さい
部
へ

屋
や

に仕
し

切
き

り、いろいろな商
しょう

人
にん

に貸
か

して全
ぜん

体
たい

を運
うん

営
えい

する
もので、人

ひと

が多
おお

く集
あつ

まるところにつくられた。

商
しょう

品
ひん

は残
のこ

りものだった?!
はじめての勧

かん

工
こう

場
ば

は、1878（明
めい

治
じ

11）年
ねん

に
永
えい

楽
らく

町
ちょう

（現
げん

・千
ち

代
よ

田
だ

区
く

丸
まる

の内
うち

）につくられた。
商
しょう

品
ひん

は第
だい

1回
かい

内
ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

に出
だ

された品
しな

物
もの

で、日
に

本
ほん

に古
ふる

くから伝
つた

えられる美
び

術
じゅつ

工
こう

芸
げい

品
ひん

などだった。

食
た

べもの以
い

外
がい

の
生
せい

活
かつ

用
よう

品
ひん

が
そろったらしいよ。

みんな
楽
たの

しそうに
買
か

い物
もの

して
いるね！

舶
はく

来
らい

品
ひん

は
人
にん

気
き

だった
みたい。

朝
あさ

は8時
じ

から、
夜
よる

は9時
じ

くらい
まで開

あ

いて
いたんだって！

店
みせ

の前
まえ

には、客
きゃく

を運
はこ

ぶ人
じん

力
りき

車
しゃ

が
待
たい

機
き

していた。

人
ひと

の流
なが

れを平
びょう

等
どう

にするた
めに、日

ひ

によって入
い

り口
ぐち

と出
で

口
ぐち

を逆
ぎゃく

にした。入
い

り
口
ぐち

付
ふ

近
きん

に店
みせ

があるのとな
いのとでは、売

う

り上
あ

げの
差
さ

が大
おお

きかった。

呉
ご

服
ふく

屋
や

の座
ざ

売
う

りとちが
い、土

ど

足
そく

で入
はい

り、店
みせ

か
ら店

みせ

へ自
じ

由
ゆう

に行
い

き来
き

す
ることができた。

外
がい

国
こく

からの輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

を
売
う

る唐
とう

物
ぶつ

屋
や

（洋
よう

物
もの

小
こ

間
ま

物
もの

問
どん

屋
や

）は人
にん

気
き

で、
1つの勧

かん

工
こう

場
ば

のなか
に何

なん

店
てん

も入
はい

っていた。

客
きゃく

が自
じ

由
ゆう

に手
て

に取
と

って見
み

ら
れるように、
品
しな

物
もの

はずらり
と並

なら

べられて
いた。

商
しょう

品
ひん

には、品
しな

物
もの

名
めい

や価
か

格
かく

、売
うり

主
ぬし

名
めい

などが記
しる

さ
れた札

ふだ

がつけられていた。

通
つう

路
ろ

は2mくらい。

い
ら
っ
し
ゃ
い
！

第
だい

1回
かい

内
ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

（→p.70）
1877（明

めい

治
じ

10）年
ねん

8月
がつ

21日
にち

から11月
がつ

30日
にち

にかけて、東
とう

京
きょう

の上
うえ

野
の

公
こう

園
えん

で開
かい

催
さい

された。殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政
せい

策
さく

の1つで、技
ぎ

術
じゅつ

向
こう

上
じょう

のために開
かい

催
さい

された博
はく

覧
らん

会
かい

。

さっきの店
みせ

の
ほうがいいかな…。

民
みん

衆
しゅう

の
遊
あそ

び場
ば

でも
あったんだよ。

京
きょう

橋
ばし

勧
かん

業
ぎょう

場
ば

1902（明
めい

治
じ

35）年
ねん

に東
とう

京
きょう

市
し

内
ない

にあった勧
かん

工
こう

場
ば

は27で、そのうちの
7つが京

きょう

橋
ばし

区
く

（→p.89）にあった。右
みぎ

の絵
え

はそのなかの1つ、京
きょう

橋
ばし

勧
かん

業
ぎょう

場
ば

のようすを表
あらわ

したもの。

すみでは、店
みせ

の人
ひと

が火
ひ

鉢
ばち

にあたり、弁
べん

当
とう

を食
た

べて
いることもあった。

入
にゅう

場
じょう

料
りょう

は
無
む

料
りょう

だよ。

図
ず

解
かい

7978


